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ご
あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
資
料
調
査
報
告
書
第
三
十
一
号
「探
し
て
み
ょ
ぅ
歴
史
の
足
跡
中
山
道
と
鵜
沼
宿
」 

を
刊
行
い
た
し
ま
す
。

江
戸
時
代
、
こ
の
各
務
原
市
域
を
東
西
に
横
切
る
中
山
道
の
周
り
に
は
「此
の
野
に
田
畑
な
し
唯
 

青
草
の
み
生
ず
」
と
江
戸
時
代
前
半
の
人
、
貝
原
益
軒
が
書
い
た
『岐
蘇
路
記J

に
記
さ
れ
て
い
る
 

ょ
ぅ
に
野
原
が
広
が
り
、
「寂
し
い
難
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
寂
し
い
難
所
の
東
に
は
 

中
山
道
五
—
二
番
目
の
宿
場
•

鵜
沼
宿
、
西
に
は
「間
の
宿
」
新
加
納
が
あ
り
、
旅
人
の
疲
れ
を
癒
 

す
場
で
し
た
。

現
在
の
各
務
原
市
内
を
東
西
に
延
び
る
国
道
二
十
一
号
線
の
バ
ィ
パ
ス
を
通
っ
て
多
く
の
人
々
や
 

荷
物
が
自
動
車
な
ど
で
足
早
に
移
動
し
、
道
沿
い
に
多
く
の
商
業
施
設
が
並
ん
で
賑
わ
い
往
時
の
面
 

影
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
し
車
を
降
り
て
昔
の
中
山
道
を
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

き
っ
と
江
戸
時
代
の
面
影
が
あ
ち
こ
ち
に
の
こ
つ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
の
発
見
の
一
助
と
し
て
こ
 

の
本
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
年
三
月

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
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◊
ご
あ
い
さ
つ
—

◊
各
務
原
市
内
の
中
山
道
史
跡
案
内
 

◊
目
次
•

例
言
-
-
-
-
-

◊
中
山
道
•

鵜
沼
宿
.

中
山
道
-
-

鵜
沼
宿
-

本
陣
-
-

脇
本
陣
—

問
屋
-
-
-
-
-
-

助
郷
——

旅
籠
——

宿
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
I
 

寂
し
い
難
所
•

か
か
み
野
の
伝
説-

 

間
の
宿
.

新
加
納
——

◊
街
道
•

宿
場
の
雑
学
事
典-

中
山
道
の
基
礎
知
識
I
 

中
山
道
を
彩
る
人
々
I
 

庶
民
の
旅
—

宿
の
機
構
——

宿
泊
施
設
—

◊
索
引
•

参
考
文
献
 

◊
奥
付
-
-
-

例
言

一、
本
書
は
、
江
戸
時
代
の
街
道
と
宿
場
の
様
子
に
つ
い
て
、 

当
時
の
主
要
街
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
中
山
道
と
、
そ
の
宿
場
.

 

鵜
沼
を
中
心
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

一、
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
な
る
べ
く
平
易
な
表
現
に
す
る
ょ
 

ぅ
留
意
し
、
和
暦
に
つ
い
て
は
西
暦
を
併
記
し
ま
し
た
。

一、
本
書
に
掲
載
し
た
写
真
な
ど
の
資
料
は
、
原
則
と
し
て
原
 

板
.

原
資
料
の
所
蔵
者
を
明
記
し
ま
し
た
。
所
蔵
者
を
明
記
し
 

て
い
な
い
も
の
は
、
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
の
所
蔵
す
る
 

資
料
で
す
。

表
紙
の
絵
図
…鵜
沼
村
絵
図
寛
政
五
年
六
月
大
竹
富
美
子
氏
蔵



中山道

鷂沼宿

本陣

勝本陣

間屋

助螂

秣蘢

猪場の令までまな設備 

寂しい難所.かかみ野の伝説 

間の宿*新如納

中
山
道
•

鵜
沼
宿



口
か

道:
中
山
道
は
、
現
在
の
東
京
都
•

埼
玉
県
•

群
馬
県
•

長
野
県
•

岐
阜
県
•

滋
賀
県
を
通
つ
て
い
た
 

街
道
で
す
。
東
海
道
と
比
べ
る
と
交
通
量
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江
戸
と
京
•

大
坂
を
 

結
ぶ
重
要
な
道
で
し
た
。

全
部
で
六
十
九
あ
る
中
山
道
の
宿
場
の
ぅ
ち
、
美
濃
国
(

現
在
の
岐
阜
県
)
に
は
十
六
の
宿
場
が
 

あ
り
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
(

二
〇
〇
五
)
二
月
十
三
日
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
信
濃
国
(

現
在
の
 

長
野
県
)
に
属
し
て
い
た
馬
籠
が
岐
阜
県
に
編
入
さ
れ
、
岐
阜
県
内
の
宿
場
数
は
十
七
に
な
つ
て
い
 

ま
寸
〇



中山道基本データ（江戸〜京） く参考〉東海道
全長：135里24町8間（約533__） 里6町1間（約495_5刪
宿場の数： 69
※草津で東海道と合流 1町=60間_110m



う

ぬ

 
ま

 
じ

ゆ

く

鵜
沼
宿

江
戸
か
ら
中
山
道
を
 

京
に
向
か
ぅ
と
五
十
二
 

番
目
に
た
ど
り
着
く
宿
 

場
が
鵜
沼
宿
で
す
。
東
 

の
太
田
宿
(

現
在
の
美
 

濃
加
茂
市
)
か
ら
は
二
 

里
(

約
八
.km)
ほ
ど
で
 

す
が
、
観
音
坂
や
、つ
と
 

ぅ
峠
の
難
所
が
あ
り
ま
 

す
。
一
方
西
の
加
納
宿
 

(

現
在
の
岐
阜
市
)
へ 

は
四
里
十
町
(

約
十
七
km)
 

も
の
長
丁
場
で
し
た
。

家
並
図

P16高
札
場
-

蔵
(

茶
)

松
治
郎

大
安
寺
川

「鵜
沼
宿
家
並
絵
図
」(
中
島
家
文
書
)

は
、長
 

さ
十
m

に
も
及
ぶ
長
大
な
絵
図
で
、宿
場
内
の
 

家
々
の
間
取
り
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。



『中山道宿村大概帳※』の中の鵜沼宿 
宿場の長さ：東西7町半8間 （約839m）
人口： 246人（うち男119人、女127人）

（天保14年（1843）の記録による）
※児玉幸多校訂『近世交通史料集5 J （吉川弘文館1971）所収

t
|| _
こ1 UJ. ' '
i ;トト:D-

■■1本陣•脇本陣•問屋 
wm旅籠•茶屋 
■■1商家•大工など 

川•池•水路 
明地•薮•田 
道

511 |.."1

Lf rf^¥ „,’卿離

Mlだwmi1こ；ぎ附；
大安寺川より西町（一部）

右偉一-

(

1,)

P1本
陣
.

問
屋
桜
井
家

ー
ノ
宮
社
#

常
助
(

旅
)

K
:!1I

y

嘉
十
郎
(

旅
)

 

n

武
助
(

茶
)

武
藤
嘉
左
衛
門
(

旅
)
…
河
内
星

nlr 

l
定
右
衛
門
(

茶
.

旅
)

商
屋助

(

旅
)
…
茗
荷
屋

315



鶫沼宿本陣間取図

②玄関
③上段の間

© 間口 21間（約37.8m）

鵜沼宿本陣絵図（年月未詳）桜井美保子氏蔵

一
1尾張徳川家より拝領の手水鉢

ほ
 i
ん
 
じ
 i

ん

本
陣

1
二
ii而

本
陣
は
、
大
名
•

公
家
•

幕
府
役
人
な
ど
の
宿
泊
施
設
で
す
。
鵜
沼
宿
で
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
 

西
町
の
桜
井
家
が
務
め
ま
し
た
。

桜
井
家

徳
川
家
康
に
よ
っ
て
中
山
道
の
宿
駅
が
整
備
 

さ
れ
た
こ
ろ
か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て
本
陣
と
 

問
屋
を
務
め
、西
町
の
庄
屋
も
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

明
治
に
入
り
宿
駅
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
、本
陣
 

の
一
部
は
小
学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
ぅ
に
 

な
り
ま
し
た
。



弟鳥沼村絵図（年月未詳）

桜
井
家
文
書

本
陣
を
務
め
た
桜
井
家
に
は
、
宿
場
や
本
陣
 

に
関
す
る
古
文
書
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ら
の
資
料
は
桜
井
美
保
子
氏
が
所
蔵
さ
れ
、 

現
在
各
務
原
市
に
寄
託
•

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

夂
故
猗
加
着

;

A
客
筆
株
す
濟
悵

.
^f、. 

メ
 

=
'

1e.
-r

※
宿
割
帳
…
大
名
の
通
行
な
ど
の
際
、ど
の
旅
籠
に

誰
が
泊
ま
る
の
か
を
記
し
た
も
の
。

右
絵
図
の
よ
、つ
に
、 

本
陣
に
は
三
十
八
坪
 

(

約
亘
一
十
五
ぜ
の
 

広
い
土
間
が
あ
り
ま
 

し
た
。ま
た
、裏
門
か
 

ら
一
kmほ
ど
離
れ
た
 

大
安
寺
ま
で
小
道
が
 

通
っ
て
い
て
、非
常
 

時
の
避
難
場
所
と
な
 

つ
て
い
ま
し
た
。

'

伶
今

鵜
沼
宿
本
陣
絵
図
面
(

年
月
未
詳
)

■
^
1

「桜
井
吉
兵
衛
」の
名
の
入
っ
た
印

吉
兵
衛
は
、江
戸
時
代
後
期
に
当
主
を
務
め
ま
し
た
。



わ

き

 
ほ
 J

ん

 
じ
 
k

ん

勝
本
陣

大
名
の
通
行
が
重
な
つ
た
場
合
、
格
下
の
大
名
は
脇
本
陣
を
利
用
し
ま
し
た
。
他
に
も
公
用
の
武
 

士
な
ど
が
脇
本
陣
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
鵜
沼
宿
で
脇
本
陣
を
務
め
た
坂
井
家
は
本
陣
の
半
分
ほ
ど
 

の
規
模
で
し
た
が
、
玄
関
や
門
構
え
、
上
段
の
間
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

幕
末
に
は
坂
井
家
に
代
わ
つ
て
東
町
の
問
屋
•

野
口
家
が
脇
本
陣
を
務
め
ま
し
た
。

坂
井
家

(

〜
安
政
五
年
(

一
八
五
八
)
)

脇
本
陣
が
野
口
家
に
移

つ
た
後
は
、下
の
絵
図
に

み
ら
れ
る
よ
ぅ
に
単
な
る

旅
籠
屋
と
し
て
営
業
し
て

い
ま
し
た
。

松
尾
芭
蕉

(

一
六
四
四
〜
一
六
九
四
)

芭
蕉
は
、鵜
沼
宿
を
三
回
訪
れ
、坂
井
家
に
 

宿
泊
し
て
い
ま
す
。そ
の
際
に
次
の
俳
句
を
残
 

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

貞
享
正
年(I

六
八
八
)

七
月
頃
 

■
の水

泡
立
つ
や蝶

の
声

同
年
八
月
頃 
時 

ぅ
る
間
の
宿
酒
井
(

坂
井
)

氏
に
や
ど
り
てI

ふ
ぐ
汁
も

 

1

 

唆

へ

ば

唆

せ

ょ

It 

菊
の
酒
 
^

桃
青
 
淋



宿役人の種類と主な仕事

I問屋場で荷物の継立や宿場内の運営•事務を行う。

I問屋の補佐として事務を行う。

I問屋•年寄の下で人馬の出入りや賃銭などを記録する。

I人足指*馬指とも。荷物を運ぶ人足や馬を割りあてる。

野
口
家

(

安
政
五
年
(

一
八
五
八
)

〜
脇
本
陣
と
兼
任
)

鵜
沼
宿
の
問
屋
.

東
町
庄
屋
を
兼
務
し
て
い
ま
 

し
た
。現
在
屋
敷
は
取
り
壊
さ
れ
て
残
っ
て
い
ま
 

せ
ん
。

と

い

や

間
屋

問
屋
は
、
旅
人
•

荷
物
の
輸
送
事
務
や
宿
場
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
を
行
ぅ
と
こ
ろ
で
す
。
問
屋
 

の
下
で
は
年
寄
•

帳
付
•

人
馬
指
な
ど
の
宿
役
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
鵜
沼
宿
で
は
東
町
の
野
口
 

家
と
、
西
町
の
桜
井
家
が
務
め
ま
し
た
。

宿
札
(

宿
場
札
)

宿
場
内
だ
け
で
通
用
し
た
紙
幣
で
、問
屋
場
 

の
役
人
が
保
証
人
と
な
つ
て
い
ま
し
た
。左
の
 

資
料
は
い
ず
れ
も
他
の
宿
場
で
使
わ
れ
て
い
 

た
も
の
で
す
が
、鵜
沼
宿
で
も
同
じ
よ
う
な
宿
 

札
を
発
行
.

利
用
し
て
い
ま
し
た
。

長
久
手
(

長
湫
)

宿
で
使
わ
れ
た
宿
礼

美
江
寺
宿
で
使
わ
れ
た
宿
札

-

•

旅
乾
吏
く
'

旅
籠
を
利
用
す
る
際
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
宿
札
(

場
所
不
詳
)

い
ず
れ
も
個
人
蔵



す
 
け
 
ご 
ぅ

助
郷

江
戸
時
代
の
街
道
に
お
け
る
旅
人
•

荷
物
の
輸
送
は
、
宿
場
ご
と
に
人
 

足
や
馬
を
交
代
さ
せ
て
運
ん
で
い
ま
し
た
。
必
要
な
人
馬
は
、
大
名
や
姫
 

君
な
ど
の
大
き
な
通
行
と
も
な
る
と
、
宿
場
内
で
ま
か
な
い
き
れ
る
も
の
 

で
は
な
く
、
助
郷
と
呼
ば
れ
る
近
在
の
村
々
か
ら
必
要
な
だ
け
集
め
て
輸
 

送
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
き
な
通
行
は
農
繁
期
と
重
 

な
る
場
合
が
多
く
、
助
郷
の
人
々
の
負
担
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

鵜
沼
宿
の
助
郷

享
保
二
年(I

七一七)
 

深
萱
村
 

各
務
村
 

持
田
村
 

古
市
場
村
 

野
口
村
 

東
島
村
 

野
村
 

前
渡
村
 

橋
爪
村
 

上
野
村

迫
間
村
 

須
衛
村
 

飛
鳥
村
 

島
崎
村
 

熊
田
村
 

坂
井
村
 

柿
沢
村
 

富
岡
村
 

下
野
村
 

木
津
村

鵜
沼
宿
付
助
郷
村
絵
図
(

年
月
未
詳
)

■
'
参
 \

ノ\ 
\

ノ 
成!
.

f
f
n
i#

靡
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If

茗f屋の看板（右）と引札（左）

この引札には、各地の商人衆 
や講の名前と、サービスに努め 
ること、客引きはしないこと、など 
の宣伝文句が書かれています。

鵜沼宿旅籠数
天保14年（1843）

大8中7小10計25軒
『中山道宿村大概帳』より

〈参考〉
中山道の平均旅籠数 27.1軒
美濃十六宿の平均旅籠数 25軒
東海道の平均旅籠数 55.7軒

旅天
保
十
四
年
(

一
八
四
三
)
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
鵜
沼
宿
に
 

は
二
十
五
軒
ほ
ど
の
旅
籠
屋
が
あ
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

多
く
は
農
業
と
兼
業
で
旅
籠
屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

西
町
で
旅
籠
屋
を
営
ん
で
い
た
茗
荷
屋
の
看
板
と
引
札
が
今
 

も
残
つ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
資
料
に
見
ら
れ
る
「御
定
宿
」 

と
は
、
茗
荷
屋
が
各
地
の
商
人
衆
や
講
(

二
六
•

三
〇
頁
参
 

照
)
の
指
定
を
受
け
た
旅
籠
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
図
に
よ
る
旅
籠
は
、本
陣
の
向
か
い
 

に
あ
っ
た
「河
内
屋
」武
藤
嘉
左
衛
門
で
す
。右
 

図
に
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、こ
の
旅
籠
に
は
 

井
戸
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
く
み
上
げ
る
水
は
、 

文
久
元
年
(

一
八
六一)

和
宮
通
行
時
に
、御
膳
 

水
(

お
食
事
用
の
水
)

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
 

た
。河
内
屋
は
明
治
以
降
、酒
造
業
に
専
念
す
 

る
よ
ぅ
に
な
り
ま
す
。



②#坂神社参道（高札場跡）
写真の向かって右側の建物の 

辺りに、高札場が設けられていまし 
た。

高札堪跡（現在の赤坂神社前）

1 -iSPi W®-1jlTdl；

•火附見出し •切支丹宗門
•毒薬にせ薬売■•人馬貫目
•親子兄弟
計5枚 『鵜沼宿万代記』

•親子•切支丹 •毒薬
•火付•駄賃 •荷物貫目

①赤坂の地蔵堂
東の見附を出たところにあった 

地蔵尊。宝暦十三年（1763）の日 
付と「右在所みち左江戸并ぜんこ 
うじ道」と彫られています。

古向札場

法
令
や
禁
令
を
書
い
た
高
札
を
掲
げ
た
 

場
所
で
、多
く
の
人
の
目
に
つ
き
や
す
い
場
 

所
に
立
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。鵜
沼
宿
で
は
 

東
の
見
附
と
天
王
社
(

現
.

赤
坂
神
社
)

の
間
 

に
あ
り
、五
ま
た
は
六
枚
の
高
札
が
掲
げ
ら
 

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

宿
場
の̂
まV

ま
な
設
備

宿
場
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
あ
り
ま
し
た
。

見
附

J
i

宿
場
の
入
口
に
は
宿
内
の
防
御
の
 

た
め
、お
城
の
門
を
真
似
て
石
垣
の
上
 

に
土
塁
を
築
い
た
「見
附
」が
あ
り
ま
 

し
た
。残
念
な
が
ら
現
在
の
鵜
沼
宿
で
 

そ
の
遺
構
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。



二
つ
の
橋

鵜
沼
宿
に
は
金
山
川
•

大
安
寺
川
の
 

二
つ
の
川
が
流
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
 

四
間
橋
.

八
間
橋
と
い
ぅ
橋
が
か
け
て
 

あ
り
ま
し
た
。現
在
、金
山
川
は
暗
渠
 

に
な
つ
て
い
る
た
め
、大
安
寺
川
に
か
 

か
る
大
安
寺
大
橋
の
み
が
当
時
を
し
 

の
ば
せ
ま
す
。

③

④ %
大

1
1
鉢

1__

①〜⑤ 
写真の場所

水
路

④
秋
葉
神
社
と
灯
篭

か
つ
て
鵜
沼
宿
内
 

の
道
の
中
央
に
は
防
 

火
の
為
に
水
路
が
作
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

脇
本
陣
前
に
は
、秋
 

葉
神
社
が
祀
ら
れ
、

秋
葉
灯
篭
が
置
か
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、梅
田
家
の
脇
に
明
治
四
十
 

年
(

一
九
〇
七
)

に
建
立
さ
れ
た
小
さ
な
秋
葉
神
社
と
石
灯
籠
が
祀
ら
 

れ
て
い
ま
す
。

|

吊
夜
餘

一
晩
中
火
を
と
も
 

し
て
道
を
明
る
く
し
 

て
い
た
灯
篭
で
す
。 

鵜
沼
宿
で
は
金
山
川
 

に
か
か
る
四
間
橋
の
 

と
こ
ろ
に
あ
つ
た
よ

ぅ
で
、現
在
も
明
治
 

時
代
に
立
て
ら
れ
た
 

常
夜
燈
が
残
っ
て
い
 

ま
*
^
'

©
金
山
川
四
間
橋
の
常
夜
燈

11



寂
し
い
難
所
•

か
か
み
野
の
fe説

鵜
沼
宿
を
出
発
し
西
に
向
か
う
と
、
三
里
(

十
二
km)
近
く
か
か
み
野
の
原
野
が
広
が
っ
て
い
ま
 

し
た
。
そ
こ
は
ほ
と
ん
ど
人
家
が
無
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
山
賊
な
ど
が
、
行
き
来
す
る
人
々
を
 

狙
っ
て
い
た
た
め
、
旅
人
に
と
っ
て
は
恐
ろ
し
く
寂
し
い
難
所
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
現
在
で
は
開
発
 

が
進
み
、
当
時
の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「此
の
野
に
田
畑
な
し畦

青
草
の
み
生
ず
」

『岐蘇路之記』

「猶
も
野
を
行
け
ば
松
多
し
 

六
軒
茶
屋
の
村
は
わ
び
し
き
さ
i
也
」『壬戌紀行』

「か
、み
野
広
き
野
原
也
並
木
の
松
有
 

此
辺
左
の
方
は
山
見
へ
ず
野
原
也
 

右
は
遠
山
見
ゆ
」

『諸国道中たび鏡』

't.

義
 

_

山
賊
の
話

中
山
道
の
北
、現
在
の
那
加
不
動
丘
付
近
に
 

低
い
山
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
は
山
賊
が
街
 

道
を
行
く
旅
人
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
は
仲
 

間
と
「ハ
ゴ
カ
、オ
コ
カ
。」(
衣
服
を
は
ぎ
取
ろ
 

う
か
、止
め
よ
う
か
)

と
相
談
し
て
、襲
い
掛
か
 

つ
て
い
た
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

近
隣
の
村
人
た
ち
は
 

こ
の
低
い
山
を
「ハ
オ
 

力
(

ハ
ゴ
カ
)

山
」と
 

ぶ
よ
う
に
な
つ
た
と
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

T
相
談
し
て
、襲
い
掛
か

東
の
難
所
•

う
と
う
.̂

鵜
沼
宿
の
東
に
向
か
う
と
、 

赤
坂
か
ら
う
と
う

«11:=、観
音
坂
 

〒
る
難
所
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
う
と
う
峠
の
；里
塚
付
近
に
•

基
の
供
#
塔
 

が
立
て
ら
れ
ズ
い
^
す
=

こ
れ
は
、こ
の
峠
で
盗
賊
に
襲
わ
れ
殺
さ
れ
た
小
田
原
 

宿
の
苒
右
衛
門
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
鵜
沼
の
村
役
人
が
建
て
た
も
の
で
す
。



い
ろ
は
茶
屋
と
ね
ず
み
小
僧
の
伝
説

あ
る
日
の
夕
暮
れ
、か
か
み
野
の
中
山
道
を
歩
い
て
い
た
旅
の
娘
は
、「い
ろ
は
 

茶
屋
」と
い
ぅ
一
軒
の
茶
屋
を
見
つ
け
、
一
夜
の
宿
を
求
め
ま
し
た
。

夜
に
な
り
、娘
は
言
い
知
れ
ぬ
不
安
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、偶
然
隣
の
部
 

屋
に
泊
ま
っ
て
い
た
六
十
六
部
に
相
談
す
る
と
、六
十
六
部
は
娘
と
部
屋
を
替
わ
 

っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、娘
は
六
十
六
部
の
部
屋
で
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。

一
方
、六
十
六
部
が
娘
の
部
屋
で
眠
っ
て
い
る
と
、何
者
か
が
部
屋
に
入
っ
て
く
 

る
物
音
が
し
ま
す
。飛
び
起
き
て
そ
の
侵
入
者
を
捕
ま
え
る
と
、そ
れ
は
こ
の
茶
屋
 

の
主
人
で
し
た
。実
は
こ
の
主
人
、泊
ま
っ
た
客
の
金
銭
や
衣
類
を
盗
み
、し
ま
い
 

に
は
殺
し
て
裏
庭
の
古
井
戸
に
投
げ
捨
て
る
極
悪
な
人
物
だ
っ
た
の
で
す
。

の
ち
に
、こ
の
六
十
六
部
の
正
体
が
江
戸
を
賑
わ
せ
て
い
た
義
賊
「ね
ず
み
小
 

僧
」だ
と
知
っ
た
人
々
は
、そ
の
手
柄
を
語
り
伝
え
る
た
め
に
、い
ろ
は
茶
屋
が
あ

っ
た
場
所
に
ね
ず
み
 

小
僧
次
郎
吉
の
伝
説
 

碑
と
、い
ろ
は
茶
屋
 

で
犠
牲
に
な
っ
た
旅
 

人
を
供
養
す
る
供
養
 

碑
を
建
て
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
碑
は
現
在
、 

名
鉄
各
務
原
線
「市 

民
公
園
前
駅
」の北
 

_
_
_
_
側
::残
つ
て
い
ま
す
"

い
ろ
は
茶
屋
播
牲
者
供
*
碑

※
ね
ず
み
小
僧
と
は
…

江
戸
後
期
の
盗
賊
。
名
前
を
次
郎
吉
と
い
い
、
大
名
•

武
家
屋
敷
に
し
か
忍
 

び
込
ま
な
か
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
盗
ん
だ
金
銭
は
ほ
と
ん
ど
江
戸
の
貧
 

し
い
庶
民
に
分
け
与
え
た
と
い
ぅ
伝
説
が
あ
り
、
義
賊
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、 

天
保
三
年(I

八
三
二
)
に
捕
ら
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
六
十
六
部
…

諸
国
を
巡
礼
し
、
六
十
六
ヶ
所
の
霊
場
に
法
華
経
をI

部
ず
つ
納
め
て
歩
く
 

僧
。
六
部
と
も
い
ぅ
。



『那加町史』より道
標

新
加
納
の
高
札
場
が
あ
つ
た
と
さ
れ
る
場
 

所
の
近
く
に
道
標
が
あ
り
、「右
京
道
」「左
木
 

曽
路
」
「南
 

か
さ
松
」と
 

彫
ら
れ
て
 

い
ま
す
。

s

 
V

 
L

 
的

く

 
L

 
A

 
グ

 
、つ

間
の
宿
•

新
扣
納

新
加
納
(

現
在
の
那
加
新
加
納
町
周
辺
)
は
、
鵜
沼
宿
と
加
納
宿
の
中
間
に
位
置
し
、
旅
人
の
休
 

憩
ポ
ィ
ン
ト
「立
場
」
と
し
て
旅
人
を
も
て
な
す
茶
屋
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
正
式
な
宿
場
で
は
な
 

か
つ
た
た
め
、
基
本
的
に
宿
泊
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
旅
籠
を
営
む
人
(々

家
)
も

あ
ら
わ
れ
た
よ
/

つ
で
す
。
ま
た
、
「析
形
」 

と
い
ぅ
ヵ
ギ
の
手
状
の
宿
場
的
町
並
み
 

を
も
ち
、
近
く
に
旗
本
坪
内
氏
の
陣
屋
 

が
あ
つ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
単
な
る
立
 

場
で
は
な
く
「間
の
宿
」
と
し
て
宿
場
 

に
近
い
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
よ
ぅ
で
す
。

梅
村
屋

新
加
納
に
あ
っ
た
梅
村
屋
は
領
主
坪
 

内
氏
の
接
待
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、 

武
士
や
公
家
な
ど
身
分
の
高
い
人
び
と
 

の
旅
の
休
憩
所
「小
休
本
陣
」と
し
て
利
 

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。和
宮
お
輿
入
れ
の
 

際
に
も
小
休
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
 

ま
す
。



中山道の基礎知識 

中山道を彩る人々 

庶民の旅 

宿の機構 

宿泊施設

街
道
•

宿
場
の
雑
学
事
典



中
山
道
の
基
礎
知

「中
山
道
」か
「中
仙
道
」か
？

正
徳
六
年
(

一
七
一
六
)

、幕
府
よ
り
「中
山
道
 

は
今
ま
で
仙
の
字
を
書
い
て
い
た
が
、こ
れ
か
ら
 

は
山
の
字
を
使
う
よ
う
に
」と
の
通
達
が
出
さ
れ

て
か
ら
は
、正
式
に
は
「中
山
道
」が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、
一
般
の
書
籍
な
ど

に
は
「中
仙
道
」と
標
記
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

五
街
道

全
国
を
結
ぶ
主
要
街
道
と
し
て
位
置
付
け
ら
 

れ
た
五
つ
の
街
道
で
、東
海
道
•

中
山
道
•

奥
州
道
 

中
•

日
光
道
中
.

甲
州
道
中
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

中
山
道
は
慶
長
七
年
(

一
六
〇
二
)

、前
年
の
東
 

海
道
に
続
い
て
宿
駅
伝
馬
の
制
が
敷
か
れ
、寛
永
 

十
七
年
(
一
六
四
〇
)

頃
に
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
山
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
名

「山
道
」

東
海
道
(

海
道
)

に
対
し
て
。

「木
曽
街
道
」「木
曽
路
」

木
曽
地
方
を
通
つ
て
い
る
た
め
。「木
曽

海
道
」「岐
蘇
路
」な
ど
の
当
て
字
も
あ
る
。

「姫
街
道
」

お
輿
入
れ
の
姫
君
が
多
く
通
行
し
た
た
め
。

道
中
奉
行

万
治
二
(

一
六
五
九
)

 

に
設
置
さ
れ
、五
街
道
と
 

宿
駅
の
整
備
や
取
り
締
 

ま
り
な
ど
街
道
に
関
す
 

る
事
務
を
行
い
ま
し
た
。

幕
府
で
は
大
目
付
と
 

勘
定
奉
行
が
道
中
奉
行
 

を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ト
変
更
で
宿
場
も
移
動
？

中
山
道
は
慶
 

長
七
年
(

一
六
 

〇
二
)

に
、律
令
 

時
代
か
S
く
本
田
ハ
 

東
山
道
や
時
の
 

支
配
者
た
ち
が
脅
©7&
&
\

作
つ
た
道
を
原
^
^
ハ 

形
に
し
て
宿
駅
 

制
が
整
備
さ
れ
 

ま
し
た
。宿
場
 

は
も
と
も
と
あ
 

つ
た
集
落
に
形

成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、細
久
手
宿
(

現
 

在
の
岐
阜
県
瑞
浪
市
)

な
ど
の
よ
う
に
、周
辺
の
 

村
か
ら
住
民
を
集
め
て
宿
場
を
新
設
し
た
と
こ
 

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

鵜
沼
宿
は
、慶
長
年
間
(

一
五
九
六
〜
一
六一

 

五
)

に
は
宿
駅
と
し
て
機
能
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
当
時
の
場
所
は
木
曽
川
沿
い
の
南
町
•

古
市
 

場
の
辺
り
で
し
た
。そ
の
後
、寛
永
十
八
年
(

一六 

四
一
)

の
記
録
で
現
在
の
東
町
.

西
町
に
あ
た
る
 

部
分
に
「伝
馬
町
」と
い
う
名
が
登
場
し
て
い
ま
 

す
。「鵜
沼
—
善
師
野
—
土
田
」コ
ー
ス
が
寛
永
期
 

か
ら
元
禄
に
か
け
て
「鵜
沼
—
太
田
—
御
嵩
」コ 

—
ス
に
変
更
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
、鵜
沼
宿
の
 

場
所
も
川
沿
い
か
ら
山
の
方
へ
移
転
し
た
の
で
 

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



各務山の前（松） 
軒東方（松） 

新加納村（樓）

一
里
塚

一
里
塚
は
、
一
里
(

約
四
km)
 

お
き
に
道
の
両
側
に
作
ら
 

れ
た
塚
で
、松
や
複
な
ど
の
 

樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
 

し
た
。各
務
原
市
内
に
は
四
 

ヶ
所
に
一
里
塚
が
あ
り
ま
 

し
た
が
、現
在
で
は
ぅ
と
ぅ
 

峠
の
一
里
塚
が
現
存
す
る
 

の
み
で
す
。

脇
街
道

中
山
道
か
ら
各
地
を
結
ぶ
道
を
脇
街
道
と
い
い
ま
し
 

た
。岐
阜
県
内
に
は
 

美
濃
路
(

垂
井
〜
熱
田
)

伊
勢
路
(

関
ヶ
原
〜
多
良
(

高
田
)
)

北
国
街
道
(

関
ヶ
原
〜
敦
賀
)

名
古
屋
街
道
(

加
納
〜
名
古
屋
)

郡
上
街
道
(

加
納
〜
高
山
)

な
ど
の
脇
街
道
が
あ
り
ま
し
た
。

名
古
屋
街
道
疲
阜
街
道
)

j

美
濃
路i

大
垣9

■%■

:

伊
勢
路
伊
勢
東
街
道
)

伊
勢
路
t
勢
西
街
道
)

|

北
国
街
道
「

大
難
所

3•

木
曽
の
桟

福
島
宿
と
上
松
宿
の
間
に
あ
 

り
、川
を
渡
る
為
の
橋
で
は
な
く
、 

崖
沿
い
の
道
が
途
切
れ
た
と
こ
 

ろ
を
通
行
で
き
る
よ
ぅ
に
渡
し
 

た
橋
。

•

太
田
の
渡
し

伏
見
宿
と
太
田
宿
の
間
に
あ

る
木
曾
川
の
渡
船
。

#
氷
峠

坂
本
宿
と
軽
井
沢
宿
の
間
に

あ
る
峠
。峠
の
坂
本
側
は
道
が
険

し
く
、二
里
十
六
町
(

約
十
二
km)

に
わ
た
つ
て
急
坂
を
上
が
っ
た

り
下
つ
た
り
し
た
。

街
道
に
は
、通
行
者
や
 

荷
物
を
チH

ッ
ク
す
る
 

関
所
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、 

往
来
手
形
(

二
六
頁
参
照
)

 

が
な
け
れ
ば
通
過
で
き
 

ま
せ
ん
で
し
た
。

中
山
道
に
は
、碓
氷
関
 

所
(

松
井
田
-

坂
本
間
)

と
 

福
島
関
所
(

福
島
)

の
2

 

ヶ
所
が
あ
り
、さ
ら
に
諸
 

藩
で
は
、他
領
へ
通
じ
る
 

要
所
に
口
留
番
所
を
設
 

置
し
て
、人
や
物
資
の
出
 

入
を
監
視
し
て
い
ま
し
 

た
。

立
場

立
場
は
、街
道
筋
の
村
々
や
風
光
明
媚
な
場
所
に
設
け
ら
れ
た

休
憩
場
所
で
す
。中
に
は
新
加
納
(

各
務
原
市
)

の
立
場
の
ょ
ぅ
に
、

大
名
な
ど
の
休
憩
に
供
す
る
小
休
本
陣
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。

各
務
原
市
内
に
は
二
十
軒
(

三
ッ
池
)
.

六
軒
茶
屋
.

新
加
納
に

立
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。



中山道を利用した主な大名
(文政5年(1822))

金沢 松平加賀守
加納 永井肥前守
彦根 井伊掃部頭
大垣 戸田采女正

など

※東海道通行と決まってい 
ても、彦根•大垣藩などのよ 
うに、中山道を通って良い 
ことになっていた藩もあり 
ましン（_0

大
名
行
列

参
勤
交
代
で
中
山
道
を
通
行
し
た
大
名
は
東
海
道
の

一

 

四
〇
余
家
に
比
べ
、三
〇
〜
四
〇
家
と
少
な
か
っ
た
よ
、っ 

で
す
。

行
列
が
休
憩
.

宿
泊
す
る
際
に
は
、大
名
の
名
前
を
書
い
 

た
関
札
を
本
陣
や
宿
場
の
出
入
り
口
に
掲
げ
、宿
役
人
が

羽
織
袴
を
着
て
宿
の
は
ず
れ
ま
で
行
列
を
迎
え
に
出
ま
し

た
。お
供
の
武
士
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
宿
場
内
の
旅
籠
に
分

か
れ
て
泊
ま
り
ま
し
た
。そ
の
際
の
宿
泊
代
は
事
前
に
宿

場
側
と
交
渉
し
、
一
括
で
支
払
わ
れ
た
り
、個
人
個
人
で
支

払
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

中
山
道
を
彩
る
人
々

中
山
道
は
東
海
道
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
多
く
の
大
名
や
姫
君
ら
の
通
行
が
あ
 

り
ま
し
た
。
鵜
沼
宿
も
こ
れ
ら
の
人
々
の
 

通
行
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

日
光
例
幣
使

毎
年
四
月
に
行
わ
れ
る
日
光
東
照
宮
の
大
祭
に
、 

正
保
四
年
(

一
六
四
七
)

か
ら
慶
応
三
年
(

一
八
六
 

七
)

ま
で
一
度
の
中
断
も
無
く
朝
廷
か
ら
参
議
格
 

の
公
卿
が
使
者
と
し
て
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。百
 

人
ほ
ど
の
行
列
が
行
き
に
中
山
道
、帰
り
に
東
海
 

道
を
通
つ
た
と
い
わ
れ
、鵜
沼
宿
は
主
に
人
馬
継
 

立
と
小
休
で
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
ぅ
で
す
。

お
茶
壺
行
列

将
軍
家
や
水
戸
徳
川
家
へ
献
上
す
る
お
茶
壺
を
運
 

ぶ
行
列
が
中
山
道
を
通
り
ま
し
た
。

水
戸
徳
川
家
の
お
茶
壺
行
列
は
鵜
沼
宿
に
宿
泊
す
 

る
こ
と
が
多
く
、享
和
元
年
(

一
八
〇一)

を
初
め
と
 

し
て
計
十
一
回
分
の
通
行
の
記
録
が
残
つ
て
い
ま
す
。

御
牛
様
が
通
る

寛
政
十
一
年
(

一
七
九
九
)

、西
国
か
 

ら
幕
府
へ
送
る
白
牛
が
中
山
道
を
通
り
 

ま
し
た
。宿
々
で
は
、白
牛
に
同
行
す
る
 

役
人
に
対
し
て
ご
馳
走
や
引
物
の
準
備
 

で
大
変
だ
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
報
隊

慶
応
四
年
(

一
八
六
八
)

、幕
府
勢
力
一
掃
 

を
進
め
る
た
め
鎮
撫
使
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
 

ま
し
た
。そ
の
先
行
隊
と
し
て
活
躍
し
た
の

が
赤
報
隊
で
す
。相
良
総
三
率
い
る
一
番
隊
が
中
山
道
を
年
貢
の
半
減
な
ど
を
#il

口
し
て
東
に
進
み
 

ま
し
た
。桜
井
家
に
は
赤
報
隊
の
印
鑑
(

使
用
す
る
印
を
照
合
す
る
鑑
)

が
残
つ
て
い
ま
す
。



中山道を利用した主な姐君
享保16年(1731) 比宮（9代家重へ）

寛延2年（1749） 五十宮（10代家治へ）※鵜沼泊

文化元年（1804） 楽宮（12代家慶へ）※鵠沼泊

天保2年（1831） 有姫（13代家定へ）

嘉永2年（1849） 繩昌（〃）
文久元年（1861） iTl（14代家茂へ）※鶏沼昼休

鵜沼宿本陣で 
用意された食材

（鵜沼の歴史より）

鯛 3枚 4貫500文

中鯛 2枚 4貫800文

鮒 14枚 2貫800文

大かぶら 2個 24文

清松茸 16本 348文

松海月 1合5勺 48文

水菜 2株 24文

房大根 2ふさ 248文

えのき茸 50枚 424文

小梅干 60 24文

塩 1升3合 52文

薪 5束 248文

柴 1束 16文

炭 2俵 600文

小豆 5合 100文

輿
入
れ
行
列

中
山
道
は
、将
軍
家
.

大
名
家
へ
嫁
ぐ
姫
君
が
 

多
く
通
行
し
、姫
街
道
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。最
 

も
盛
大
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
が
文
久
元
年
(

一 

八
六
一
)

、十
四
代
将
軍
家
茂
へ
嫁
い
だ
皇
女
和
 

宮
の
輿
入
れ
行
列
で
、通
行
の
様
子
を
知
る
こ
と
 

の
で
き
る
資
料
が
各
地
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

〈和
宮
の
通
行
〉

鵜
沼
宿
に
は
、十
月
二
十
七
日
、昼
休
憩
の
た
 

め
本
陣
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。そ
の
準
備
の
た
 

め
に
本
陣
で
は
建
物
の
改
修
.

増
築
を
行
っ
た
り
、 

食
器
な
ど
を
美
濃
国
鵜
多
須
代
官
•

尾
張
国
北
方

代
官
.

太
田
陣
屋
な
ど
か
ら
借
り
た
り
と
大
変
な

騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。和
宮
が
召
し
上
が
っ
た
料

理
の
記
録
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、用
意
さ
 

れ
た
食
材
に
つ
い
て
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

伊
能
忠
敬

文
化
六
年
(

一
八
〇
九
)

 

八
月
に
江
戸
を
出
発
し
 

た
伊
能
忠
敬
ら
測
量
方
 

の
一
行
十
七
名
が
中
山
 

道
を
通
行
し
ま
し
た
。 

鶴
沼
宿
で
は
、野
口
三
 

右
衛
門
.

桜
井
岡
右
衛
 

門
の
両
名
を
細
久
手
宿
 

ま
で
挨
拶
に
行
か
せ
て
 

い
ま
す
。

伊
能
忠
敬
一
行
は
同
 

年
十
月
十
七
日
、太
田
 

宿
を
出
た
の
ち
、、つ
と
 

、っ
峠
の
上
で
昼
食
を
取
 

る
こ
と
に
な
り
、
用
意
 

さ
れ
た
「ね
ぶ
か
ぞ
ぅ
 

す
い
(

葱
雑
炊
ご
を
多
 

く
食
べ
た
と
の
記
録
が
 

残
つ
て
い
ま
す
。そ
の
 

日
は
鵜
沼
宿
に
泊
ま
る
 

こ
と
に
な
り
、宿
役
人
 

が
羽
織
を
着
て
出
迎
え
 

て
い
ま
す
。

水
戸
天
狗
党

T

橋ii
」

喜
に
îM白i

の
志
を
訴
え
る
た
め
、水
 

戸
藩
士
武
田
耕
雲
斎
の
一
行
千
人
余
り
が
中
山
 

道
を
西
に
向
か
い
ま
し
た
。抜
刀
し
た
騎
馬
を
 

先
頭
に
し
た
一
行
の
様
子
を
見
て
、鵜
沼
宿
を
 

守
っ
て
い
た
高
須
藩
(

尾
張
支
藩
)

の
兵
は
大
安
 

寺
に
隠
れ
ま
し
た
。ま
た
、小
牧
ま
で
出
陣
し
て
 

い
た
尾
張
藩
兵
も
、迎
え
撃
と
ぅ
と
し
ま
せ
ん
 

で
し
た
。

鵜
沼
宿
で
は
、女
•

子
供
を
親
戚
に
預
け
て
、 

男
た
ち
が
本
陣
に
集
ま
り
、加
納
宿
へ
の
連
絡
 

な
ど
で
騒
然
と
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、尾
 

張
藩
に
敬
意
を
表
し
槍
の
穂
先
に
白
紙
を
巻
い
 

て
鵜
沼
宿
に
入
っ
た
一
行
は
整
然
と
宿
泊
し
、 

耕
雲
斎
は
本
陣
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
、加
納
城
下
の
屮
山
道
で
は
加
納
藩
 

が
、河
渡
で
は
笠
松
郡
代
が
、美
江
寺
で
は
大
垣
 

藩
が
待
ち
受
け
て
お
り
、こ
れ
ら
を
突
破
す
る
 

の
は
容
易
で
な
い
と
判
断
し
た
一
行
は
、翌
朝
 

鵜
沼
宿
を
出
発
し
、二
十
軒
か
ら
蘇
原
.

芥
見
を
 

通
り
、長
良
川
を
渡
っ
て
高
富
に
宿
泊
し
ま
し
 

た
。そ
の
後
、揖
斐
へ
進
み
、根
尾
谷
を
越
え
て
 

越
前
に
向
か
っ
た
一
行
は
加
賀
藩
に
降
伏
。翌
 

年
、多
く
が
越
前
敦
賀
で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。



度
民
の
旅
■

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
商
人
を
は
じ
め
と
し
て
武
士
以
外
の
庶
民
も
 

頻
繁
に
街
道
を
往
来
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
厳
し
い
規
制
下
 

に
置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
農
民
も
、
寺
社
参
り
の
旅
な
ど
に
出
か
け
 

て
い
ま
す
。

た

い

さ

ん

こ

う

代参講
講
と
は
信
仰
を
同
じ
く
す
る
人
た
ち
の
集
ま
り
の
こ
と
で
、共
同
で
旅
費
の
 

積
み
立
て
を
し
て
、代
表
者
を
寺
社
參
り
に
送
り
ま
し
た
。代
表
で
旅
に
出
た
人
 

は
、講
が
指
定
す
る
旅
館
に
宿
泊
し
、目
的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。無
事
に
参
拝
 

を
済
ま
せ
る
と
お
札
や
道
中
の
名
産
品
を
手
に
入
れ
て
郷
里
に
帰
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
版
旅
行
ガ
ィ
ド
ん
—
.

lli

人
々
の
旅
が
盛
ん
に
な
る
と
、街
道
の
道
程
や
各
地
の
名
所
や
名
物
を
紹
介

し
た
名
所
図
絵
や
道
中
記
•

道
中
案
内
図
な
ど
の
出
版
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

中
山
道
(

木
曾
街
道
)

を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
で
は
、「岐
蘇
路
記
」、「岐
蘇
路
安

見
絵
図
」な
ど
の
案
内
本
、英
泉
.

広
重
に
ょ
る
「木
曾
街
道
六
十
九
次
」の
錦
絵

シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。道
中
記
に
は
持
ち
運
び
に
便
利
な
サ
ィ

ズ
の
も
の
が
あ
り
、旅
先
で
の
利
用
を
考
え
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

江
戸
時
代
版
パ
ス
ポ
ー
ト
—

街
道
の
要
所
に
は
関
所
が
あ
り
、そ
こ
を
通
る
に
は
往
来
手
形
と
呼
ば
れ
る
 

身
元
証
明
書
が
必
要
で
し
た
。往
来
手
形
は
旦
那
寺
や
役
所
、庄
屋
が
発
行
し
、 

ど
の
地
域
で
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容
で
書
か
れ
、

出
身
他 
T
I
1

旅
の
目
的 
往
来

一、濃
州
各
務
郡
伊
吹
村
の
百
姓
 

で
市
兵
衛
と
い
う
者
は
確
か
に
当

旅
先
で
病
気
•

死
亡
し
た
場
合
の
措
置

 
村
の
住
人
で
す
。年
来
の
願
 

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
今
回
西
国
順
拝
に
出
か
け
ま
す
。

こ
の
者
は
同
村
の
禅
宗
陽
徳
寺
の
 

旦
那
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。も
し
、 

道
中
日
が
暮
れ
て
困
つ
た
場
合
は

 

一
晩
泊
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

 

お
願
い
し
ま
す
。万
が
一
、途
中
で

 

病
死
な
ど
を
し
た
場
合
は
国
元
へ

 

の
連
絡
は
い
り
ま
せ
ん
。所
持
品

 

で
金
を
工
面
し
て
そ
ち
ら
の
作
法

 

で
弔
つ
て
く
だ
さ
い
。重
ね
て

 

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。以
上
。

安
政
四
年
巳
正
月
十
三

t

岩
田
鍬
三
郎
御
支
配
所 

濃
州
各
務
郡
伊
吹
村 

親
勘
三
郎
 

右
村
庄
屋

索
^
,
^
:
^

案
i>森
^
^
脅

科
系f
炎、

音
f往来

(

安政四年(I

八五七)
)

小林幸彦氏蔵

源

国
々
宿々
在々
 

御
番
所
 

問
屋
の
皆
様
 

御
庄
屋
の
皆
様



矢立
筆と墨壺が一体になった 

筆記用具。

串団子 4文
大福餅 4文
草鞋（ぞうり） 16文
旅籠代（中級） 200文

（1800年ころの相場）

男性 女性
1日に歩く距離 9里（約36km） 5〜6里（約20〜2伽）

中山道を歩いた 
場合の日数 14〜15日 20日前後

旅に持っていくと良い物
矢立 筆記具

針•糸 針•糸

髪結い道具 ブラシ•ヘアワックスなど

ちよ5ちん 懐中電灯など

ろうそく □ウソク•ペンライトなど

火打ち道具類 マッテ•フイター

扇 扇子-うちわ

心覚手帳類 日記•手帳

麻綱 □—プ•ひも）

巾着•皮袋 持込用バッグ

懐中鏡 コンパクト

印版 印章•はんこ
旅行用心集（文化7年（1810））

^ i2：
S籠

財布遷
旅費（路銀）は用心のため、いくつ 

かの財布に分けて持っていきました。

道
中
用
心
す
る
こ
と

•

狐
狸
の
し
わ
ざ
と
い
つ
て
奇
異
な
こ
と
が
起
こ
 

つ
た
場
合
は
、ま
ず
心
を
落
ち
着
け
て
一
休
み
し
、 

元
来
た
道
を
考
え
て
み
る
。

•

旅
先
で
自
分
の
国
と
は
異
な
る
言
葉
つ
き
や
風
 

俗
に
出
合
い
、変
に
思
っ
て
も
お
互
い
さ
ま
の
こ
 

と
な
の
で
、笑
つ
た
り
馬
鹿
に
し
て
は
い
け
な
い
。

.

.

.

な
ど

旅
の
持
ち
物

江
戸
時
代
の
旅
行
案
内
書
に
は
、
旅
行
中
に
用
心
す
る
こ
と
や
旅
に
出
る
際
に
携
行
し
て
い
く
と
 

よ
い
道
具
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
徒
歩
で
の
旅
が
多
い
た
め
、
持
 

つ
て
い
く
荷
物
は
な
る
べ
く
少
な
く
、
小
さ
く
す
る
こ
と
が
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
舟
な
ど
の
 

乗
り
物
酔
い
に
対
処
す
る
方
法
や
大
水
の
時
の
注
意
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

旅
に
力
力
る
 

日
程
.

費
用
は
？

「お
江
戸
日
本
橋
七
ッ
立
ち
.

：
」と
の
唄
が
 

あ
る
よ
ぅ
に
、当
時
の
人
々
は
七
ッ
(

午
前
四
 

時
)

ご
ろ
に
出
発
し
て
旅
を
し
て
い
た
よ
ぅ
で
 

す
。旅

の
費
用
(

路
銀
)

は
、江
戸
時
代
後
期
(

一 

八
〇
〇
年
ご
ろ
)

に
は
片
道
で
二
両
(

約
十
二
 

万
円
)

ほ
ど
か
か
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

(

当
時
の
一
両=

現
在
の
六
万
円
と
換
算
)



宿
の
機
構

宿
場
に
は
、
荷
物
な
ど
を
運
ぶ
人
馬
の
手
配
や
旅
人
の
休
泊
の
世
話
な
ど
の
事
務
を
行
ぅ
陳
昆
(

場
)

 

が
あ
り
、
問
屋
(

役
)
の
下
に
は
、
年
寄
•

帳
付
•

人
馬
指
な
ど
の
宿
役
人
が
働
い
て
い
ま
し
た
。 

宿
役
人
は
武
士
で
は
な
く
、
多
く
は
村
の
庄
屋
な
ど
の
仕
事
を
兼
務
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
 

に
荷
物
な
ど
を
運
ぶ
人
足
や
馬
は
、
宿
内
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
近
隣
の
村
か
ら
も
集
め
ら
れ
て
い
 

ま
し
た
。
そ
れ
を
助
郷
と
い
い
ま
す
。

御
伝
馬
人
足

荷
物
な
ど
の
輸
送
に
必
要
な
人
馬
で
、

中
山
道
で
は
五
十
人
の
人
足
と
五
十
匹

の
馬
(

の
ち
に
二
十
五
人
二
十
五
匹
)

を

常
備
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
を
伝
馬
役
と
い
い
、
一
般
的
に
は
 

宿
内
の
住
民
が
負
担
し
た
と
い
わ
れ
て
 

レ
ま
す
。

衝
，
人馬

急
な
荷
物
な
ど
の
輸
送
に
備
え
て
鵜

沼
で
は
人
足
六
人
と
馬
四
匹
が
置
か
れ

て
い
ま
し
た
。

前
田
信
澳
守
提
札
印
鑑
.

人
馬
印
鑑
(

中
島
彰
家
文
書
)

?
戌

鵠
沼
宿
問
屋
の
印
判
(

鵜
沼
の
歴
史
よ
り
)

村
と
宿
場

鵜
沼
宿
が
置
か
れ
た
鵜
沼
村
は
、慶
長
十
七
 

年
(

一
六
一
二
)

ょ
り
尾
張
徳
川
家
の
支
配
を
 

受
け
て
い
ま
し
た
。村
に
は
西
町
•

東
町
.

羽
場
 

(

巾
)

な
ど
各
郷
ご
と
に
庄
屋
•

組
頭
な
ど
の
村
 

役
人
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、中
山
 

道
に
接
す
る
西
町
.

東
町
の
ぅ
ち
、見
附
か
ら
 

見
附
ま
で
の
間
は
「宿
内
(

宿
方
ご
と
呼
ば
れ
、 

道
中
奉
行
支
配
の
下
に
あ
り
、問
屋
.

年
寄
な
 

ど
の
宿
役
人
が
置
か
れ
ま
し
た
。西
町
の
桜
井
 

家
.

東
町
の
野
口
家
は
そ
れ
ぞ
れ
問
屋
と
庄
屋
 

を
兼
ね
て
い
た
時
期
が
多
か
っ
た
ょ
ぅ
で
す
。

宿
方
と
村
方
の
間
で
は
、伝
馬
の
負
担
や
財
 

政
に
つ
い
て
度
々
紛
争
が
起
こ
つ
て
い
ま
す
。 

ま
た
尾
張
藩
は
、領

f

 

内
の
宿
場
に
助
成
を
 

行
つ
て
い
る
こ
と
か
 

ら
、宿
場
の
運
営
は
 

単
に
幕
府
•

道
中
奉

鼈 _
—I

行
の
支
配
だ
け
で
成
 

り
立
つ
て
い
た
と
い

 
， 

ぅ
わ
け
で
は
な
く
、

領
主
の
援
助
に
よ
る
 

と
こ
ろ
が
多
か
つ
た
 

よ
ぅ
で
す
。

i|l

尾

-ffli

宿
冢

^
|
|
£
村

(3<
-



I美濃国宿駅人馬賃銭表（濃州徇行記/濃陽志略より）
上り（加納方面） 下り（太田方面）

人足1人 本馬1匹 軽尻1匹 人足1人 本馬1匹 軽尻1匹

元賃銭 83 170 116 47 94 61

寛政11(1799) 95 195 133 54 112 70

文政6(1823) 124 249 166 68 140 88

文久2(1862) 149 299 204 82 169 111

文久3(1863) 166 336 226 92 187 123

慶応4(1868) 647 1293 872 365 733 474

明治2（5月1日） 734 1467 988 416 831 539

同年（5月6日） 949 1902 1280 537 1074 695

一匹の馬に荷物だI:

pOHEv
荷物を両端に乗せ中央に人が乗る。 
荷物は10貫〜18貫。

匹の馬に荷物だけを積んだ運賃。

人を乗せることを主としている。荷 
物は3貫〜6貫まで。

馬ではなく人が荷物を運ぶ。荷物は5 
貫まで。
（1貫=3.75kg）

助郷の種類

定助郷
宿から2里内外の村で、 
平常宿駅に対する人馬の 
補給義務を持つ。

大助郷
大名などの大きい通行に 
際し、定助郷の補助とし 
て徴用。

増助郷
宿から5里内外の村に割 
り当てられた。
カロ助郷とも言う。

代助郷 助郷村の天災などの事情 
で割り当てられる。

当分助郷
特に大行列だった和宮通 
行の際に遠い村に指定さ 
れた。

«往来が盛んになると定助郷と大助郷の区別が無くなる。

街
道
輸
送
の
仕
組
み

街
道
を
行
き
来
す
る
人
や
 

荷
物
は
、
宿
場
間
を
リ
レ
ー
 

方
式
で
運
ば
れ
ま
し
た
。
公
 

用
の
旅
人
や
荷
物
の
運
賃
は
 

無
賃
も
し
く
は
「御
定
賃
銭
」 

で
し
た
が
、
一
般
の
人
々
は
 

人
足
と
の
直
接
交
渉
で
運
賃
 

を
支
払
つ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
を
「相
対
賃
銭
」
と
呼
び

ま
す
。
後
者
は
前
者
ょ
り
高

い
相
場
と
な
り
ま
し
た
。

助
郷

鵜
沼
宿
の
助
郷
は
、ほ
 

ぼ
現
在
の
各
務
原
市
全
 

域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

宿
場
か
ら
遠
い
村
で
は
、 

働
き
手
が
助
郷
役
を
勤
 

め
る
の
に
泊
り
が
け
で
 

出
か
け
て
い
く
た
め
大
 

変
な
負
担
で
し
た
。ま
た
、 

人
足
の
負
担
や
賃
金
な
 

ど
の
問
題
で
宿
と
助
郷
 

が
対
立
す
る
こ
と
が
多
 

か
っ
た
よ
ぅ
で
す
。

撤
除
丁
塚

中
山
道
沿
い
の
村
々
に
は
、助
郷
役
の
他
に
 

も
道
の
清
掃
•

維
持
管
理
や
松
並
木
の
手
入
れ
 

な
ど
の
仕
事
が
そ
れ
ぞ
れ
割
り
振
ら
れ
て
い
ま
 

し
た
。村
々
で
は
、そ
れ
を
家
ご
と
に
分
担
す
る
 

な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

掃
除
丁
場
の
村
(

各
務
原
市
内
分
)

鵜
沼
村
•

各
務
村
•

大
島
村
.

北
洞
村
•

前
野
村
.

 

西
市
場
村
.

山
後
村
•

長
塚
村
•

岩
地
村
•

桐
野
 

村
•

新
加
納
村
•

：
計+1

か
村



宿
泊
施
設

宿
場
は
、
人
々
の
旅
の
疲
れ
を
癒
す
場
で
し
た
。
ご
く
限
ら
れ
た
人
し
か
泊
ま
る
こ
と
の
で
き
な
 

か
つ
た
本
陣
.

脇
本
陣
の
ほ
か
、
庶
民
で
も
泊
ま
る
こ
と
の
で
き
た
旅
籠
•

木
賃
宿
な
ど
が
軒
を
連
 

ね
て
い
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
の
種
類

ぅ
で
す
。

泊
し
ま
し
た
。通
常
は
旅
籠
屋
を
兼
ね
て
い
た
よ

本
陣
が
差
し
つ
か
え
る
場
合
な
ど
に
大
名
が
宿
一

を
持
ち
、公
用
の
武
士
な
ど
が
利
用
す
る
ほ
か
、

1

規
模
は
本
陣
よ
り
小
さ
い
も
の
の
上
段
の
間

脇
本
陣

か
か
る
税
が
免
除
)

と
さ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
て
い
ま
す
。本
陣
の
敷
地
は
除
地
(

土
地
に

た
御
茶
屋
屋
敷
(

簡
易
城
郭
)

が
は
じ
ま
り
と
い

施
設
で
、徳
川
家
康
が
江
戸
と
京
の
間
に
作
ら
せ

大
名
な
ど
地
位
の
高
い
人
が
泊
ま
る
た
め
の

本
陣

を
支
払
い
、持
参
し
た
食
糧
で
自
炊
す
る
宿
。

古
く
か
ら
見
ら
れ
る
宿
屋
の
形
態
。薪
代
の
み

木
賃
宿

年
)

で
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
文

宿
代
は
文
化
•

文
政
期
(

一
八
〇
四
〜
一
八
三
〇

平
旅
籠

一
般
的
な
旅
籠
。
一
泊
二
食
で
相
部
屋
が
多
い
。

録
に
な
い
。

高
い
。鵜
沼
宿
に
飯
盛
女
が
い
た
か
ど
ぅ
か
は
記

飯
盛
女
が
い
る
旅
籠
。平
旅
籠
ょ
り
も
宿
代
は

觀
_

旅
籠
講
と
定
宿

江
戸
時
代
の
各
宿
場
で
は
、旅
籠
の
強
引
な
 

客
引
き
や
、サ
ー
ビ
ス
に
差
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、文
化
元
年
(

一
八
〇
四
)

に
結
成
さ
れ
 

た
浪
花
講
を
は
じ
め
と
し
て
、良
心
的
で
安
心
 

し
て
泊
ま
れ
る
旅
籠
を
登
録
す
る
様
々
な
旅
 

籠
講
が
結
成
さ
れ
る
よ
ぅ
に
な
り
ま
し
た
。講
 

に
加
入
し
た
旅
籠
で
は
講
の
看
板
を
掲
げ
、ま
 

た
人
び
と
は
講
の
定
宿
帳
を
も
つ
て
旅
に
出
 

か
け
て
い
き
ま
し
た
。



相対賃銭—— 
赤坂神社—— 
赤坂の地蔵堂-

秋葉神社- -

伊能忠敬—— 
いろは茶屋-

うとう峠の一里塚- - 2,23

鵜沼村- - - - - - - 28

往来手形- 
御定賃銭-

軽尻- - -

河内屋—— 
高札場——

合戸池- -

五街道—— 
輿入れ行列- 
御伝馬人足- 
小休本陣—— 
［さ］

-29

坂井家—— 
桜井家—— 
3大難所- 
宿囲人馬-

小田原宿喜右衛門供養碑-2,18

お茶壺行列- - - - - 24

尾張藩- - - - - - 28

［か］
各務山の前-•里塚跡——2.23

- 2,9,15
- 2.8.16

［た］

大安寺大橋- 
大安寺川—— 
代参講—— 
大名行列一

［な］

中山道宿村大概帳-

日光例幣使- - -

二之宮神社—— 
人足- - - - -

-2,9.17 松尾芭蕉句碑-

水戸天狗党一 
茗荷屋- -

-22 名所図絵•道中記-

脇街道- 
脇本陣-

参考文献

『各務原市史通史編近世•近代•現代j昭和62年3月 
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太田三郎I"生きていた美濃中山道』教育出版文化協会昭和52年 
太田三郎『中山道一美濃十六宿』創研社昭和44年 
稲垣史生「歴史を旅する日本の街道事典J三省堂1983年11月 
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「歴史と民俗」神奈川大学日本常民文化研究所2006 pp7~30
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